


















































氏名 生没年 巻 原著論文数 書評数
１ デュルケーム 1858-1917 1～12 6 330
２ モース 1872-1950 1～12 4 326
３ ユベール 1872-1927 1～12 2 272
４ シミアン 1873-1935 1～12 1 174
５ リシャール 1860-1945 1～10 1 121
６ H. ブルジャン 1874-1955 4～12 1 124
７ フォコネ 1874-1938 1～12 0 135
８ ブーグレ 1870-1940 1～12 3 96
９ アルヴァックス 1877-1945 8～12 0 75
10 ラピー 1869-1927 1～11 0 55































































































に有益で不可避なものであっても同じことである」と指摘する（Richard 1900 : 32）。この点は、
『自殺論』において「一国の繁栄を急激にもたらすような歓迎すべき危機でさえ、経済的破綻と
















































































































（Richard 1895 : 501）
　実際、タルドは『模倣の法則』などにおいても夢遊病者のような病理的な現象を通じて、模倣
を論じており、リシャールは「根本的な社会的事実〔＝模倣〕は病理的ということになろう」
































（１）　リシャールの氏名、生年月日、出身地、高等師範学校（文科）の入学順位は、Recueil des lois et actes de 
l’Instruction publique: Instruction supérieure, instruction secondaire, instruction primaire, trente-troisième 





















のことであり、そこでのフィレンツェの民主制はその典型となっている」（Richard 1894c : 190-1）。
（６）　もともとデュルケーム学派はそれほど一枚岩ではないと考えられており（cf. Besnard 1979）、ラピーやブー
グレはデュルケームとは違って、ある程度の心理学的要因を認めているが（cf. Lapie et al. 1979 : 42 ; 




摘されている（cf. Pickering 1979 : 175-6 ; 内藤 1988 : 123）。
（７）　リシャールはこの「集合的性格」について明確な定義を示していないが、部族、国家、宗教、職業のよう
な一定のカテゴリーの人々に特有の性質、というような意味のようである（cf. Richard 1905 : 444）。
（８）　『自殺論』では次のように述べられている。「一月から七月まで自殺が増加するのは、暑熱が身体のうえに
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